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全
国
的
に
人
手
不
足
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
農
業

生
産
現
場
や
関
連
企
業
も
状
況

に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

県
下
の
人
口
は
、
2
0
1
5

年
（
4
月
1
日
時
点
）
に
96
万

7
1
2
1
人
だ
っ
た
の
が
、

2
0
2
5
年
で
は
87
万
2
3

5
9
人
（
同
時
点
）
に
な
り
、
10

年
間
で
9
万
4
7
6
2
人
減
少

し
、
直
近
4
年
間
は
年
1
万
人

以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保

障・人
口
問
題
研
究
所（
東
京
都
）

が
昨
年
12
月
22
日
に
公
表
し
た

数
字
に
よ
る
と
、
2
0
5
0
年

に
県
下
人
口
は
63
万
2
0

0
0
人
に
な
る
と
の
推
計
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
将
来
予
測
に
対

し
て
、
事
務
作
業
や
情
報
分
析

等
は
、
生
成
A
I
や
A
I
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
手
不

足
解
消
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
農
業
現
場
で
は
、ス
マ
ー

ト
農
機
の
実
証
・
導
入
に
よ
り
、

重
労
働
の
軽
減
や
効
率
化
を
目

指
す
方
向
で
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
生
成
A
I
や
A
I
、

ス
マ
ー
ト
農
機
で
対
応
で
き
る

作
業
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
人
手
不
足
は
解
消
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に

人
間
一
人
ひ
と
り
が
最
大
限
の

力
を
発
揮
し
、
人
間
で
し
か
で

き
な
い
技
術
や
知
識
の
継
承
を

し
て
い
か
な
い
と
、
い
い
仕
事
・

い
い
農
産
物
（
商
品
）
生
産
が

維
持
で
き
な
い
将
来
が
待
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？ 

と
感
じ

ま
す
。

何
事
に
も
疑
問
を
持
ち
、
課

題
検
証
を
行
い
、
改
善
し
て
い

く
こ
と
を
大
切
に
日
々
繰
り
返

し
積
み
重
ね
、
ま
た
、
観
察
力

を
養
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
大

限
の
力
を
発
揮
で
き
る
人
間
力

を
養
う
こ
と
も
最
新
技
術
に
プ

ラ
ス
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

生
成
A
I
や
A
I
が
人
間
の

代
わ
り
に
技
術
・
知
識
の
継
承

も
行
う
よ
う
に
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
力
を
高
め
、

最
新
技
術
を
上
手
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

技
術
・
知
識
は
ど
れ
だ
け
持
っ

て
も
重
み
に
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
何
歳
に
な
っ
て
も
学
ぶ
意

欲
だ
け
は
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

紀
南
地
域
本
部
・

加
工
部
長

中
平
剛
史

A
I
と
人
間
力

わ
た
し
の
お
も
い

時
代
と
共
に
働
き
方
や
色
々
な
事
情
も

あ
っ
て
仕
方
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、

以
前
は
外
務
さ
ん
が
た
ま
に
訪
問
し
て

く
れ
て
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
ず
い
ぶ
ん
減
っ
て
き
て
だ
ん
だ
ん

と
J
A
さ
ん
が
遠
い
存
在
に
な
っ
て
い

る
気
が
し
ま
す
。

J
A
わ
か
や
ま
女
性
会
紀
南
地

域
本
部
は
12
月
15
日
、
中
央
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
で
令
和
7
年
度
「
役

職
員
と
の
対
話
集
会
」
を
開
き
ま

し
た
。
女
性
会
代
表
35
人
が
参
加

し
、
J
A
の
大
炭
敦
史
本
部
長
ら

役
職
員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
一
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
内
容
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

お
会
い
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
時
代
と
と
も
に
働
き
方
改

革
な
ど
も
あ
り
環
境
が
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。共
済
部
門
に
は
な
り
ま
す
が
、

契
約
者
の
方
々
を
中
心
に
近
況
確
認
や

請
求
漏
れ
が
な
い
か
な
ど
3
か
年
で
全

戸
訪
問
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
外
務
担

当
や
窓
口
担
当
の
訪
問
や
お
電
話
な
ど

に
よ
り
、
J
A
が
遠
い
存
在
に
な
ら
な

い
よ
う
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

農
協
で
購
入
し
た
農
薬
な
ど
に
つ
い
て
、

空
容
器
の
回
収
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

使
い
か
け
の
場
合
の
処
理
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

空
容
器
に
つ
い
て
は
、
毎
年
12
月
頃
に

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
使
い
か
け
の

農
薬
な
ど
に
つ
い
て
は
、2
年
に
一
度
、

有
料
で
す
が
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

時
期
等
は
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

窓
口
で
長
い
時
間
待
つ
場
合
、「
お
待
た

せ
し
て
す
み
ま
せ
ん
」
な
ど
プ
ラ
ス
一

言
が
あ
る
だ
け
で
全
く
違
う
。
そ
う
い

う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に

思
う
。
ま
た
、
職
員
さ
ん
の
中
に
は
声

が
小
さ
く
て
元
気
が
な
い
方
が
い
ま
す
。

思
い
や
り
・
気
配
り
と
い
っ
た
配
慮
あ

る
対
応
を
取
っ
て
、
迅
速
に
手
続
き
を

し
て
い
く
よ
う
に
し
て
指
導
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
声
が
小
さ
い
と

い
う
ご
指
摘
に
つ
い
て
、
元
気
で
明
る

く
、
笑
顔
で
親
切
に
対
応
す
る
こ
と
、

適
切
な
身
だ
し
な
み
と
い
っ
た
こ
と
は

当
た
り
前
の
対
応
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
職
員
の
接
遇
面
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
お
中
元
・
お
歳
暮
な
ど
ギ
フ
ト

を
い
た
だ
く
こ
と
が
な
く
な
り
、
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
で
商
品
を
集
め
る
の
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
は
役
職
員

と
女
性
会
で
協
力
し
て
、
年
間
2
回
、

米
（
愛
を
コ
メ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に

つ
い
て
は
年
間
1
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
意
見
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
お

中
元
や
お
歳
暮
と
い
っ
た
風
習
も
薄
れ

て
き
て
お
り
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
活
動
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
や
社
会
福

祉
へ
の
貢
献
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

A
コ
ー
プ
の
チ
ラ
シ
で
、「
半
額
」
と
い

う
表
示
だ
け
で
は
値
段
が
分
か
ら
な
い

の
で
表
示
の
仕
方
を
変
え
て
ほ
し
い
。

精
肉
に
つ
い
て
は
「
1
0
0
g
あ
た

り
○
円
」
と
表
示
し
て
い
ま
す
が
、
商

品
に
よ
っ
て
価
格
が
ま
ち
ま
ち
で
チ
ラ

シ
に
明
確
な
価
格
を
記
載
す
る
の
が
難

し
い
た
め
、「
表
示
価
格
よ
り
半
額
」

な
ど
と
い
う
記
載
方
法
に
し
て
い
ま

す
。

女
性
会×

Ｊ
Ａ

女
性
会×

Ｊ
Ａ

対
話
集
会

対
話
集
会
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ミ
カ
ン

◆
剪
定

す
で
に
剪
定
を
始
め
て
い
る
方
も
い
る
と

思
う
が
、
本
格
的
な
剪
定
は
3
月
・
4
月
に

行
う
。
ま
ず
、
剪
定
は
樹
の
状
態
を
確
認
し

て
か
ら
行
う
。
剪
定
時
期
が
早
い
方
が
新
梢

の
発
生
が
見
込
め
る
た
め
、
表
年
樹
か
ら
剪

定
を
始
め
、
新
梢
の
発
生
が
多
く
な
る
よ
う

予
備
枝
作
り
を
行
う
。
裏
年
樹
は
花
が
着
花

し
に
く
い
た
め
、
剪
定
を
遅
く
始
め
、
軽
い

目
の
剪
定
で
成
り
跡
の
整
理
を
重
点
に
行
う
。

ま
た
、
黒
点
病
の
原
因
と
な
る
枯
れ
枝
は
必

ず
除
去
す
る
。

◆
改
植
と
苗
木
の
植
付
け

老
木
園
・
低
糖
度
品
種
・
食
味
不
良
品
種

で
は
、
計
画
的
に
優
良
品
種
へ
の
改
植
を
す

す
め
よ
う
。
ま
た
、
改
植
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

園
地
改
造
を
行
う
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
重

機
が
入
る
園
地
で
あ
れ
ば
高
品
質
生
産
・
作

業
効
率
の
向
上
を
目
的
に
、
園
地
改
造
に
も

積
極
的
に
取
り
組
も
う
。

苗
木
の
定
植
は
、
園
地
条
件
や
今
後
の
作

3月の3月の

農作業農作業

紀南地域版紀南地域版

業
性
を
考
え
植
裁
位
置
を
決
定
す
る
。
植
穴

に
は
堆
肥
・
ア
ヅ
ミ
ン
・
石
灰
類
・
ヨ
ー
リ

ン
等
を
事
前
に
混
和
し
て
お
く
。（
図
1
参
照
）

ま
た
、
植
付
け
時
に
は
次
の
点
に
注
意
す
る
。

①
根
を
乾
か
さ
な
い
。

②�

傷
ん
で
い
る
根
は
、ハ
サ
ミ
で
切
り
直
し
細

根
を
多
く
残
す
。

③
根
を
四
方
に
広
げ
深
植
を
し
な
い
。

④�

植
付
け
後
は
、十
分
か
ん
水
し
バ
ー
ク
堆
肥

や
敷
ワ
ラ
等
で
乾
燥
を
防
ぐ
。

⑤�

地
上
部
は
根
と
の
バ
ラ
ン
ス
と
勢
い
よ
く
芽

を
出
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、2
年
生
苗
木
で

は
夏
芽
か
秋
芽
の
コ
ブ
の
下
で
強
く
切
り
返

す
。
1
年
生
苗
木
は
接
ぎ
木
部
か
ら
30
～
50

㎝
の
と
こ
ろ
で
切
る
。

⑥�

風
の
強
い
園
地
な
ど
で
は
、苗
が
倒
れ
た
り

ぐ
ら
つ
い
た
り
し
な
い
よ
う
、支
柱
を
立
て
る
。

⑦�

植
付
け
後
も
乾
燥
時
に
は
定
期
的
な
か
ん
水

を
行
う
等
を
心
が
け
る
。（
図
2
参
照
）

◆
春
肥

温
州
み
か
ん
の
春
肥
は
、
春
芽
の
充
実
・

開
花
・
結
実
・
果
実
肥
大
に
必
要
な
養
分
を

供
給
す
る
た
め
に
行
う
。
そ
の
た
め
、
表
年

樹
は
養
分
が
多
く
必
要
と
さ
れ
る
。
根
は
土

の
温
度
が
12
度
以
上
に
な
る
と
養
分
吸
収
が

盛
ん
に
な
る
た
め
、
春
肥
は
そ
の
前
の
3
月

上
旬
に
施
用
す
る
。
し
か
し
、
本
年
は
裏
年

樹
が
多
い
年
で
あ
る
。
裏
年
樹
で
は
春
肥
の

施
用
を
控
え
る
か
、
少
な
く
し
て
着
花
を
促

す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
新
梢
の
緑
化
促
進

の
た
め
に
、
新
梢
発
生
時
の
葉
面
散
布
な
ど
も
、

着
花
を
促
す
に
は
効
果
的
で
あ
る
。

◆
病
害
虫
防
除

〇
ダ
ニ
類

昨
年
は
秋
の
乾
燥
と
高
温
に
よ
り
ハ
ダ
ニ

の
発
生
が
多
い
状
況
で
あ
っ
た
。
越
冬
し
て

い
る
場
合
も
多
く
、
春
に
温
度
が
上
が
る
と

多
発
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
だ
。

機
械
油
乳
剤
は
物
理
的
な
殺
虫
効
果
が
あ

り
、
抵
抗
性
が
付
か
な
い
薬
剤
の
一
種
で
あ

る
た
め
、
ダ
ニ
類
の
基
幹
防
除
薬
剤
と
し
て

使
用
し
た
い
。

昨
年
12
月
～
今
年
1
月
に
か
け
て
機
械

油
乳
剤
の
散
布
が
出
来
て
い
な
い
園
地
で

は
、
発
芽
前
に
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
を
散
布
す
る
。

晴
天
の
暖
か
い
日
を
選
び
、
丁
寧
に
散
布
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

〇
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

特
に
昨
年
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
が
多
く
発
生
し
、

12
月
～
1
月
に
機
械
油
乳
剤
を
散
布
し
て
い

な
い
場
合
は
、
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
1000

倍
＋
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
80
倍
を
散
布
し
密
度

を
減
ら
そ
う
。
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
の
代
わ
り

に
ア
ビ
オ
ン
Ｅ
1000
倍
で
も
良
い
。

（
富
田
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
田
ノ
瀬
佳
男
）

　梅

3
月
に
入
る
と
本
格
的
に
防
除
が
始
ま
る
。

園
地
や
品
種
、
気
象
条
件
等
に
よ
っ
て
生
育

や
病
害
虫
の
発
生
状
況
は
異
な
る
た
め
、
生

育
ス
テ
ー
ジ
を
よ
く
観
察
し
適
期
防
除
に
努

め
よ
う
。
防
除
は
地
域
の
交
配
用
ミ
ツ
バ
チ

の
巣
箱
が
回
収
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を
し
て

開
始
し
よ
う
。

◆
病
害
虫
防
除

〇
か
い
よ
う
病

前
年
に
感
染
し
た
越
冬
病
斑
が
伝
染
源
と

な
る
た
め
、
前
年
の
発
生
園
で
は
特
に
注
意

が
必
要
だ
。
果
実
へ
の
主
な
感
染
期
間
は
3

月
下
旬
～
5
月
上
旬
と
な
り
、
こ
の
期
間
に

強
風
雨
が
多
い
と
多
発
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

防
除
は
、
幼
果
が
ガ
ク
か
ら
む
き
出
る
前

か
ら
開
始
し
、
果
実
生
育
期
に
か
け
て
行
う
。

〇
灰
色
か
び
病

落
弁
期
か
ら
幼
果
期
に
か
け
て
、
雲
天
・

多
雨
に
よ
り
多
発
す
る
。
南
高
に
比
べ
、
古

城
・
小
梅
で
の
発
生
が
多
い
。

〇
黒
星
病

降
雨
が
多
く
曇
天
が
続
く
条
件
で
発
生
し
、

多
湿
・
風
通
し
の
悪
い
園
地
で
は
多
発
す
る

場
合
が
あ
る
。
感
染
し
て
か
ら
の
潜
伏
期
間

は
約
30
日
と
長
く
な
り
、
5
月
上
旬
頃
か
ら

（土壌改良資材例）
バークミン 10kg
アヅミン     2～3kg
苦土石灰     2kg
ヨーリン     1kg

20～30cm  

100cm

盛り土状態にしておく

夏芽か秋芽の
境目のコブの
下で切り返す

支柱

接木部は
1～2㎝地上に出す

バーク・敷き
ワラなど

降雨があれば沈下するので
高めに植える。

図1　植穴の準備図2　2年生苗木の定植
1）定植1カ月前くらいまでに準備しておく。
2）土壌改良資材は土とよく混和しておく。
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15
度
以
下
に
な
る
と
発
芽
が
遅
れ
発
芽
率
も

低
下
す
る
た
め
、
遅
霜
の
可
能
性
が
あ
る
3

月
播
種
で
は
ト
ン
ネ
ル
栽
培
と
し
、
露
地
栽

培
は
霜
の
心
配
が
な
く
な
る
時
期
か
ら
播
種

す
る
。
黒
マ
ル
チ
は
135
㌢
を
使
用
し
、
株
間

24
㌢
、
2
条
蒔
き
、
1
穴
あ
た
り
2
粒
を
播

種
す
る
。
な
お
、
発
芽
ま
で
は
十
分
な
水
分

が
必
要
で
あ
る
。

播
種
前
の
ネ
キ
リ
ム
シ
類
の
対
策
と
し
て
、

薬
剤
の
土
壌
表
面
散
布
や
種
子
へ
の
塗
布
等

を
行
う
。
防
除
薬
剤
は
営
農
経
済
担
当
に
相

談
す
る
。

�（
中
央
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
榎
本
雄
司
）

花

　き

◆
病
害
虫
防
除

気
温
の
上
昇
に
と
も
な
い
各
種
病
害
虫
が

増
加
す
る
時
期
の
た
め
、
需
要
期
に
向
け
て

病
害
虫
発
生
に
注
意
す
る
。
病
害
は
発
生
前

に
予
防
散
布
し
、
害
虫
は
発
生
初
期
の
防
除

に
努
め
る
。
同
系
統
の
薬
剤
を
連
続
で
使
用

せ
ず
に
防
除
を
行
う
。
ま
た
、
露
地
・
ト
ン

ネ
ル
栽
培
で
は
多
雨
に
備
え
排
水
路
を
整
備

し
て
お
こ
う
。

こ
の
時
期
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ハ
ダ
ニ
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
灰
色
か
び
病
等
の
防
除
を

行
う
。防
除
薬
剤
に
つ
い
て
は
営
農
経
済
担
当

に
相
談
す
る
。

�

（
営
農
課
・
濵
本
和
美
）

紀南地域版

※
み
か
ん
、
中
晩
柑
、
梅
、
ス
モ
モ
、
水

稲
の
防
除
薬
剤
や
施
肥
肥
料
は
、
Ｊ
Ａ
わ

か
や
ま
紀
南
地
域
本
部
令
和
8
年
栽
培

暦
を
確
認
く
だ
さ
い
。

発
生
が
み
ら
れ
る
。
防
除
は
果
実
が
見
え
始

め
る
頃
か
ら
開
始
し
、
散
布
ム
ラ
が
出
な
い

よ
う
樹
冠
内
部
や
樹
上
部
ま
で
丁
寧
に
散
布

す
る
。

〇
ア
ブ
ラ
ム
シ

卵
で
越
冬
し
、
新
葉
が
吸
汁
さ
れ
る
と
萎

縮
し
、
果
実
が
吸
汁
さ
れ
る
と
変
形
果
と
な
る
。

発
芽
期
の
初
期
防
除
が
重
要
と
な
り
、
枝
先

ま
で
丁
寧
に
散
布
す
る
。

〇
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
（
幼
虫
）

年
3
回
発
生
し
、
第
1
世
代
の
幼
虫
の
発

生
時
期
は
4
月
中
旬
～
5
月
上
旬
だ
が
、
近

年
は
発
生
が
前
進
傾
向
に
あ
る
。
展
葉
前
の

防
除
で
散
布
ム
ラ
を
無
く
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
効
果
的
で
あ
る
。
ま
た
、
固
着
性
展
着

剤
の
加
用
に
よ
り
付
着
性
が
向
上
す
る
。

�

（
三
栖
支
店
営
農
経
済
・
豊
原
晋
哉
）

ス
モ
モ

ス
モ
モ
の
多
く
は
自
家
不
親
和
性
の
品

種
で
あ
る
た
め
、
結
実
は
気
象
条
件
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
。
結
実
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

受
粉
樹
の
枝
挿
し
や
、
人
工
授
粉
に
も
積
極

的
に
取
り
組
も
う
。

◆
病
害
虫
防
除

〇
黒
斑
病

モ
モ
の
せ
ん
孔
細
菌
病
と
同
様
の
細
菌
で
、

風
当
た
り
の
強
い
園
地
や
強
風
雨
が
多
い
年

に
多
発
す
る
。
防
除
は
、
発
芽
直
前
か
ら
行
う
。

〇
灰
星
病

多
雨
や
風
通
し
の
悪
い
園
地
で
発
生
が
多

く
な
る
。
防
除
は
発
芽
直
前
か
ら
落
弁
期
に

か
け
て
行
う
。

〇
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

梅
と
同
様
に
、
発
芽
直
前
の
初
期
防
除
を

重
点
に
行
い
、
必
要
な
場
合
は
落
弁
期
に
ケ

ム
シ
類
と
合
わ
せ
て
継
続
し
て
防
除
す
る
。

〇
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
（
幼
虫
）

梅
と
同
様
に
、
展
葉
前
の
防
除
が
効
果
的

で
あ
る
た
め
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
散
布
す
る
。

�

（
三
栖
支
店
営
農
経
済
・
豊
原
晋
哉
）

野

　菜

◆
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ
（
春
採
り
）

〇
整
枝

整
枝
に
よ
り
日
当
た
り
と
風
通
し
を
良
く

す
る
こ
と
で
、
病
気
の
抑
制
や
防
除
効
果
の

向
上
な
ど
が
期
待
で
き
る
。
第
一
花
下
数
節

か
ら
発
生
す
る
側
枝
を
間
引
き
、
ツ
ル
の
本

数
を
1
㍍
当
た
り
25
～
30
本
程
度
と
な
る
よ

う
に
行
う
。

〇
追
肥

草
勢
が
低
下
す
る
と
莢
の
肥
大
抑
制
や
花

数
が
減
少
す
る
た
め
、
花
の
最
盛
期
に
葉
色

と
草
勢
を
確
認
し
な
が
ら
、
尿
素
入
Ｎ
Ｋ
化

成
2
号
を
、
1
㌃
当
た
り
3
㌔
を
目
安
に
施

肥
す
る
。
な
お
、
草
勢
が
旺
盛
な
場
合
は
追

肥
を
控
え
る
。

〇
病
害
虫
防
除

主
な
病
害
虫
は
次
の
と
お
り
。
防
除
薬
剤

は
営
農
経
済
担
当
に
相
談
す
る
。

•
ナ
モ
グ
リ
バ
エ

気
温
が
高
く
な
る
と
、
世
代
交
代
の
サ
イ

ク
ル
が
早
く
な
る
た
め
注
意
す
る
。
発
生
初

期
か
ら
薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
防
除

す
る
。

•
う
ど
ん
こ
病

発
生
し
て
か
ら
で
は
防
除
が
困
難
と
な
る
た
め
、

予
防
散
布
に
努
め
る
。
た
だ
し
、収
穫
直
前
に
行

う
場
合
は
薬
斑
に
注
意
す
る
。

•
褐
紋
・
褐
斑
病

湿
地
ほ
ど
被
害
が
多
く
な
る
た
め
、
降
雨
前
、

ま
た
は
降
雨
後
の
予
防
散
布
が
重
要
と
な
る
。

◆
一
寸
ソ
ラ
マ
メ

〇
追
肥
（
2
回
目
）

着
莢
肥
大
期
に
固
形
30
号
プ
ラ
ス
を
、
1

㌃
当
た
り
2
㌔
を
目
安
に
施
肥
す
る
。

〇
摘
芯
（
2
回
目
）

葉
茎
の
充
実
と
サ
ヤ
の
肥
大
を
促
す
た
め
、

15
節
前
後
で
主
枝
の
先
端
を
摘
芯
す
る
。

〇
病
害
虫
防
除

•
赤
色
斑
点
病

茎
・
葉
・
莢
に
発
生
し
、
多
発
す
る
と
莢

の
品
質
低
下
や
草
勢
の
低
下
に
繋
が
る
。
春

先
か
ら
発
生
す
る
た
め
排
水
を
良
好
に
す
る
。

防
除
薬
剤
は
営
農
経
済
担
当
に
相
談
す
る
。

◆
ニ
ン
ニ
ク

3
月
は
球
根
肥
大
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期

の
乾
燥
に
は
十
分
注
意
す
る
。

〇
裂
球
防
止

土
壌
乾
燥
後
の
多
雨
（
水
分
過
多
）
に
よ

り
裂
球
し
や
す
い
。
乾
燥
が
続
け
ば
適
宜
か

ん
水
す
る
と
共
に
、
突
然
の
多
雨
に
備
え
た

排
水
路
の
整
備
も
行
う
。
ま
た
球
根
肥
大
期

の
追
肥
は
、
裂
球
を
招
き
肥
大
を
阻
害
す
る

た
め
行
わ
な
い
。

〇
病
害
虫
防
除

•
春
腐
病

発
生
す
る
と
株
が
腐
敗
し
減
収
に
繋
が

る
。
Z
ボ
ル
ド
ー
（
500
倍
）
や
、
Ｉ
Ｃ
ボ
ル

ド
ー
66
Ｄ
（
50
倍
）
を
定
期
的
に
散
布
す
る
。

た
だ
し
ニ
ン
ニ
ク
の
芽
を
出
荷
す
る
場
合
は
、

Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ
（
100
倍 

※
希
釈
倍
数
注

意
）
で
防
除
す
る
。

◆
エ
ダ
マ
メ

〇
播
種

10
㌃
当
た
り
5
㍑
程
度
（
約
10000
粒
）
の
種

子
を
準
備
す
る
。
発
芽
適
温
は
25
度
前
後
で
、
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J
A
す
さ
み
支
店
は
1
月
19
日
、
周
参
見

小
学
校
の
6
年
生
を
対

象
に
し
た
出
前
授
業「
お

金
の
勉
強
会
」（
第
2
回

目
）
を
行
い
、
太
田
修

司
複
合
外
務
が
投
資
を

中
心
に
説
明
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
は
全
2
回

と
な
っ
て
お
り
、
第
1

回
目
は
12
月
22
日
に
実

施
し
ま
し
た
。

太
田
複
合
外
務
は
時
間
を
勉
強
や
体
験

に
使
っ
て
「
才
能
」
に
投
資
し
て
お
く
と

将
来
そ
の
才
能
が
「
お
金
」
と
し
て
返
っ

て
く
る
と
し
て
、
今
1
番
大
切
な
投
資
先

は〝
自
分
自
身
〞で
あ
る
と
伝
え
ま
し
た
。

余
っ
た
時
間
は
、
株
価
の
動
き
か
ら
応
援

し
た
い
会
社
を
探
そ
う
と
気
に
な
る
会
社
を
挙

げ
て
も
ら
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
株

価
の
動
き
を
実
際
に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

皆
の
予
想
を
裏
切
る
動
き
が
意
外
に
多

く
、
児
童
か
ら
は
次
々
と
会
社
名
が
挙
が

り
、
気
が
付
け
ば
皆
席
を
離
れ
て
モ
ニ
タ

ー
の
周
り
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

1
月
以
降
も
出
荷
が
続
い
た
早
生
温
州
の

「
越
冬
木
熟
み
か
ん
」
に
つ
い
て
取
材
し
よ

う
と
、
田
辺
市
芳
養
町
の
鳥
山
晃
宏
さ
ん
の

園
地
に
1
月
6
日
、
テ
レ
ビ
な
ど
報
道
陣
が

訪
れ
ま
し
た
。

中
生
・
晩
生
と
し
て
で
な
く
早
生
温
州
と

し
て
年
明
け
以
降
も
出
荷
さ
れ
る
産
地
は
全

国
的
に
み
て
も
珍
し
く
、
J
A
わ
か
や
ま
に

お
い
て
も
紀
南
地

域
が
唯
一
で
す
。

田
辺
市
芳
養
町

で
栽
培
さ
れ
た
越
冬
木
熟
み
か
ん
は
J
A
の

芳
養
谷
選
果
場
を
通
じ
て
東
北
・
関
東
・
中

京
地
方
へ
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
鳥
山
さ
ん
は

「
１
年
か
け
て
一
生
懸
命
作
っ
て
い
る
の
で
、

皆
さ
ん
に
『
お
い
し
い
』
と
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
が
一
番
の
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

周
参
見
小
で
出
前
授
業

「
お
金
の
勉
強
会
」を
実
施

産
地
の
旬
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
報
道

「
越
冬
木
熟
み
か
ん
」P
R

JA総合相談会
（弁護士・税理士による無料相談会）
●

●

●

相談会場
相談時間
問合せ先

紀南地域本部
９時～12時
金融部（☎0739-23-3516）

319

J
A
ニ
ュ
ー
ス

資格認証試験
　合格者表彰も

田辺市消防本部田辺市消防本部

８ 林野火災警報
・林野火災注意報
林野火災警報
・林野火災注意報

令和　 年
　　月より
令和　 年
　　月より
新設

８
３

取材に応じる鳥山さん

合
格
者
に
認
証
証
書
を

授
与
す
る
大
炭
本
部
長

出前授業を行う太田複合外務

今月の

木熟デコポン木熟デコポン

オンラ
インショップ

不知火の中で、糖度・酸度の一定基準を
満たしたものが「デコポン(R)」です。
木熟のフレッシュな味わいが

人気です。

ご注文はこちら

約5Kg
￥6,500～

紀南地域本部は１月５日に年賀式を行
い、管理職が出席しました。
大炭敦史本部長からは新年に向けた訓

示とともに、資格認証試験に合格した職
員に対する資格認証証書の授与が行われ
ました。

発令時の制限事項発令時の制限事項

近年、日本国内や世界各地で相次いで発生してい
る山火事は、田辺市消防本部管内においても他人事
ではありません。
また、林野火災の出火原因となる「たき火」について
は、当本部において10年連続で火災原因の第１位と
なっています。
空気が乾燥し、風が強い日に、一度、山火事が起これ

ば、その被害は広範囲となり、消火作業が極めて困難
で、消防署や消防団だけでは手に負えなくなります。
まずは、山火事を発生させないことが最も重要とな
ることから、令和８年３月より「林野火災警報・林野火
災注意報」を発令し、住民の方々に火事が発生しやす
い気象状況となっていることをお知らせし、火の取扱
いを制限していただくこととなります。
発令範囲について、田辺市消防本部では行政区単
位となります。

　火災予防のため林野火災注意報発令時には、火気
の使用について以下の項目が努力義務となります。
　さらに危険な状況になり、林野火災警報が発令
された際には義務となります。
⑴ 山林、原野等において火入れをしないこと。
⑵ 花火を消費しないこと。
⑶ 屋外において火遊び又はたき火をしないこと。
⑷ 屋外においては、引火性又は爆発性の物品その
　他の可燃物の附近で喫煙をしないこと。
⑸ 山林、原野等の場所で、火災が発生するおそれ
　 が大であると認めて、市長が指定した区域内に
　おいて、喫煙をしないこと。
⑹残火（たばこの吸殻を含む。）、火を使用する設備
　から取り出した灰又は火粉を始末すること。
発令時には発令時には
防災行政無線による広報（警報時

のみ）、SNSへの掲載、ホームページ
への掲載、地上デジタル放送のデー
タ放送（テレビ和歌山データ放送）な
どを行います。
ご理解とご協力よろしくお願いします。
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総務部 人事課

JA職員です
重石 崇さん
かさねいし　たかし

“天からの喜び”という意味が名前に込められている
という天喜くん。最近はよく笑うようになってきたとい
い、絵本を読んであげると“キャッキャッ”とうれしそ
うに反応してくれるんだって。お気に入りの絵本は「は
らぺこあおむし」みたいだよ。
家族みんなでお出かけすると、出合うものすべてが新
鮮でワクワクが止まらないご様子。すさみ町の「エビと
カニの水族館」でたくさんのお魚を見れたことも楽しい
思い出になったかな。

父から経営移譲され2年目。ミカンを中心に栽培して
いますが、温暖化の影響でミカン栽培の難しさを年々痛
感させられる日々です。今後は極早生品種にも力を入れ
ていこうと考えており、今は少しずつ栽培を進めている
ところです。
また青年部にも加入しており、活動先の芳養支部には
現在13人の部員が所属しています。部員同士のコミュニ
ケーションが活発で絆も強く、梅干したるの盗難防止に
むけた巡回パトロールや、近隣の農家仲間から依頼され
た作業の一部を請け負うなど、有志活動も盛んです。
本年はさらに収穫量を増やせるよう、これまで以上に
計画的な行動に努めたいです。

クラフトビールをもっと皆さんに楽しんでもらいたいと
昨年6月、ゲストハウスを兼ねた店「Beer&Guesthouse 
Nagi」をオープンしました。準備段階での苦労もありまし
たが、今ではありがたいことに徐々に常連さんも増えてき
ました。
クラフトビールは白浜町の「ナギサビール」、田辺市の

「ボイジャーブルーイング」、有田川町の「ノムクラフト」な
ど地元のものも常時楽しめ、食事についてもなるべく地
元の食材を使ったメニューの提供に努めています。
「Beerフェス」の開催も計画中で、田辺

でクラフトビールを飲む文化が定着してく
れればうれしいです。

健康のため細々とゴルフと農業をして
おり、梅の剪定の大変さを改めて感じて
います。今後も健康に気を付けて頑張り
たいです。

営農部 営農課

濵本 和美さん
はまもと　 か ず み

新しいことを覚えられたときに「次も
頑張ろう」という気持ちになります。い
つか熊野古道を歩けるよう、まずは少し
ずつ運動を始めようと思います。

「はらぺこあおむし」がお気に入り
たくさんのお魚も見てきたよ

クラフトビールを楽しんでもらいたい
ゲストハウス兼ねた店をオープン

きしもと　 たくろう

田辺市芳養町

岸本 拓朗さん

田辺市北新町
山﨑 天喜くん（4カ月）
やまさき　 て ん き

田辺市秋津川

すくすく
Memory

自分のしたいことを見つ
けて、

のびのびと元気に育って
ね。

生産者
紹介

きなん産地人きなん産地人
今月の

ミカン栽培の難しさを年々痛感ミカン栽培の難しさを年々痛感

坪井 慶太さん
つ ぼ い 　  け い た

インスタはこちら
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